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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

32,797
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 87.3 87.9 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

し尿の収集運搬、浄化槽清掃汚泥等の受入

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

【令和３年度実績】
し尿は、委託業者による汲取り世帯及び仮設トイレ等の収集運搬に行った。
浄化槽は、許可業者による浄化槽等の清掃汚泥の搬入受入れを行った。
(1)し尿収集量
　　　　504.39㎘
(2)浄化槽汚泥等収集量
　　　1,307.33㎘

決算額　(千円) 33,194

3
所管
室課

事業課 事業名 し尿収集運搬処理事業

3,797
※課題があるものは■

一般財源の比率（％） 92.9 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・し尿収集運搬業務は全面委託しており、公共下水
道普及により収集戸数が減少しているが、工事現場
等の仮設トイレの収集等今後も需要が見込まれる。
また災害時に備えて、継続的で安定的な収集体制の
確保が必要である。
・浄化槽の清掃は、浄化槽清掃業許可業者が行って
いるが、浄化槽を適正に使用するために、保守点
検、清掃及び法定検査受検の啓発を続ける必要があ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

【令和３年度実績】
業務グループ庁舎を適切に管理するために、機械警備業務、清掃業務、樹木剪定業務を実施し
た。また、管理棟屋上防水修繕等２件の修繕を行った。

決算額　(千円) 8,092

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

高浜神社内公衆便所は、 昭和45年(1970年)万博開
催に伴い、市内に訪れる方のために設置したが、万
博閉会後50年以上経過し、当初の設置目的は既に果
たしていると考える。事業の継続には、老朽化によ
る建物の安全性、民有地での建替えなど施設の更新
には公平性などの課題もあり、今後のあり方につい
て神社等と協議していく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

2
所管
室課

事業課 事業名 事業課業務グループ庁舎管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

建設後46年が経過し、施設の老朽化が進んでいるた
め、早急な改善が必要である。また、公共施設最適
化計画の中で、今後の方向性を検討する必要があ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

一般財源の比率（％） 100.0 100.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

高浜神社内公衆便所の維持管理

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

【令和３年度実績】
高浜神社内の公衆便所を適切に管理するために清掃業務を実施。また、扉の取替修繕を行っ
た。

決算額　(千円) 45

事業概要

事業課業務グループ庁舎の維持管理

管理事業 し尿処理事業 所管部局 環境部

1
所管
室課

事業課 事業名 公衆便所管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

357
※課題があるものは■
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